
バレエの歴史                                       

音楽やオーケストラ、ピアノとの密接な関係の中で発展してきました。バレエは最

初、踊りと劇の形式が融合した形で始まり、その後、音楽と結びついて劇的かつ

表現力豊かな芸術となりました。バレエと音楽の関係は、時代とともに進化し、バ

レエ音楽も重要なジャンルとして確立されています。以下、バレエの歴史と音楽と

の関係、そしてピアノやオーケストラとの関連について詳しく解説します。 

バレエの起源と初期の発展                           バ

レエの起源は 15 世紀から 16 世紀のイタリア・ルネサンス時代にさかのぼります。

最初は、宮廷で行われる祝宴や演劇の一部として、ダンスが取り入れられていま

した。これが「バレエ・デ・クール（宮廷バレエ）」と呼ばれる形式に発展しました。フ

ランスでは、バレエは特にルイ 14 世（太陽王）の時代に隆盛を極め、彼自身もダ

ンサーとして出演したことがあります。バレエは当時、貴族の娯楽として確立され、

音楽や衣装、舞台装置も豪華なものでした。 

この初期のバレエでは、音楽は主に歌や器楽曲が使われました。音楽は踊りを伴奏す

るためのもので、バレエにおいて劇的な役割を持つようになるのは後のことです。 

バロック時代と音楽の発展                            

バロック時代（1600 年〜1750 年）には、バレエ音楽が徐々に洗練され、オペラと

の融合が進みました。フランスのジャン＝バティスト・リュリ（Jean-Baptiste Lully）は、バ

ロック音楽の作曲家であり、バレエ音楽の発展に大きく寄与しました。彼の作品

は、踊りのリズムを重視し、音楽がダンスを際立たせる役割を果たしました。この時

期、バレエはオペラの一部として演じられ、バレエとオペラは密接に関連していまし

た。バロック時代のバレエ音楽は主にオーケストラで演奏されました。リュリをはじめ

とする作曲家たちは、   バレエのために特別に作曲された音楽を提供し、バレ

エは視覚的だけでな く音楽的にも劇的な要素を強めていきました。 

古典派とロマン派時代のバレエ音楽                      古

典派（1750 年〜1820 年）の時代には、バレエ音楽がさらに洗練されました。この

時代の作曲家としては、モーツァルトやハイドンがいますが、彼らはバレエ音楽とい



うよりもオペラや交響曲に重きを置いていました。バレエ自体も、まだオペラの付属

的な要素として扱われることが多かったです。 

しかし、ロマン派時代（19 世紀）に入ると、バレエ音楽が独立したジャンルとして認められ

るようになります。チャイコフスキー（Pyotr Ilyich Tchaikovsky）は、バレエ音楽の発展におい

て最も重要な作曲家です。彼の代表作である『白鳥の湖』(1876 年)、『眠れる森の美

女』(1890 年)、『くるみ割り人形』(1892 年)は、ドラマチックな物語と美しい音楽が完璧に

融合した作品です。チャイコフスキーのバレエ音楽は、オーケストラが物語やキャラクタ

ーの感情を表現する手段として機能し、バレエと音楽の関係が一層密接なものとなりま

した。 

ロマン派の作曲家は、バレエ音楽を交響詩や交響曲のような形式で書くこともあり、オー

ケストラの色彩を活用して感情を豊かに描写しました。この時代、ピアノもバレエ音楽に

使われることが増え、リハーサルやバレエ学校でのレッスンにはピアノ伴奏が主に用いら

れるようになりました。 

近代バレエと音楽                                 20

世紀に入ると、バレエと音楽の関係はさらに革新を遂げます。セルゲイ・ディアギレ

フが創設したバレエ・リュスは、イーゴリ・ストラヴィンスキーなどの革新的な作曲家と

協力し、新しいバレエ音楽を生み出しました。特にストラヴィンスキーの『春の祭典』

(1913 年)は、バレエ音楽とダンスの表現を大きく変革した作品であり、野性的で原

始的なリズムや不協和音を駆使した音楽が、バレエ界に衝撃を与えました。また、

クロード・ドビュッシーやモーリス・ラヴェルといった印象派の作曲家たちも、バレエ音

楽に大きな影響を与えました。彼らの音楽は、色彩豊かで詩的な要素を持ち、バ

レエと音楽の結びつきをさらに強化しました。 

オーケストラとピアノとの関連                          バレ

エの公演では、オーケストラが重要な役割を果たしており、特に 19 世紀以降、オ

ーケストラの音楽がバレエにドラマ性と感情の深みを与えました。チャイコフスキー

やストラヴィンスキーなどの作曲家は、バレエ音楽のために大編成のオーケストラを

使用し、オーケストラが踊りの動きを強調し、物語を音楽で語る役割を担いました。 



一方、ピアノは主にリハーサルや練習の場面で使われてきました。バレエ・レッスンでは、

ピアニストがダンサーの練習に合わせて即興で音楽を演奏したり、オリジナルの曲をアレ

ンジしたりします。ピアノはバレエの振り付けやタイミングを指導する際にも不可欠な存在で

あり、バレエ学校ではピアノ伴奏が不可欠な要素です。 

結論 

バレエの歴史と音楽の関係は、時代とともに進化し続けてきました。バレエは、初期の宮

廷の踊りから、19 世紀にはチャイコフスキーのような作曲家によって劇的な音楽と密接

に結びつきました。20 世紀に入ると、ストラヴィンスキーなどによってバレエ音楽はさらに実

験的なものとなり、オーケストラとピアノがバレエにおいて不可欠な存在となりました。バレ

エと音楽は、視覚と聴覚を通じて一体化し、芸術表現の新たな地平を切り開いていきま

した。 
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